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1 .特にを意しでいただきたいこと、まきのために必ずおすりくださし、 
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1. mzm にいただきた (； にと、まミのために必ずおすりくださし、 


A 注意 


参やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接独じよってやかんの熱湯びこぼれ、やけど 
のおそれがあります。 




参分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 

不完全な修理や改造は、危険です。 

参腰をかけたり、物をのせないで 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせないでください。 
やけどしたり、ストーブか’変おすることびあります。 

また、水び内部に入ると、感電、义災、 S 夕障の原因になります。 

参電源プラグ、コード 

• 畢源プラグの抜き差しは、必すブラグを持って巧ってくだ 
さい。 

コードを引っぱってあくと、巧線の断線により、感電やシ 
ョートによる発熱-発义の原因じなります。 

•里源プラグやコードを億つけたり、破損したり、加工しな 
いでください。また、重いちのをのせたり、 M 熱したり、 
引っぱったりすると電源コードび破損し、义巧、感電の原 と 
因になります。 / 

• ご使巧にならないときやシーズンオフ時は、を全のため電 
源プラグをコン t ントから巧いでください。 

ほこりなどのは着による絶縁努化により、漏電や発熱-凳 
乂の原因になります。ときどき電源プラグの点検-清掃を 
しでください。 

• 電源プラク’やコードび傷んだり、コン t ントの差し込みび 
ゆるいとさは、使用しないでください。 

感電や黄熱.発义の原因になります。 






で 


編 
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♦据付け上のま意（ストーブ•別置タンク） 

据イすけは、お買いあげの販売店に依頼しでください。 

据巧けについでは、义お予防条例、扫ミ由燃焼機器の設置畐華 AA 

による規制か’ありますので、これにがっで据巧けてください。 WW 

煙突の固定は、固定金具やまえ金具などで、確実に固定しで 
<ださい。ゴム製送';由管は、室外で使巧しないで<ださい。 


♦保管時のミ主意 

長時間使用しないとき又は保管するときは、必すプラヴをコ 
ン它ントから抜いでください。 

特にス I ブの上に物を置いたりカバーなどを彼せでな管す >4^ 

る場合は、誤って運極スイッチを巧すと义巧の原因になるこ 
とびありますので危換でず。 

2•使用する場所 


ス I ブを安全に使用するためじは、場所の選定が大切です。 



♦7 ン H しピースなどじは据え巧けないでくださし、。 


安をに使用するために ■ 


効果的に使用するために_ ■ 


♦傑离ガ1日日 Om を越える高化では使巧しないで < ださし、。 
^空気の思度ヴ巧し 化め、 燃焼に脚要な空気ガ不足し、 

I ます。 / 


♦部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を拟ヴけましよラ。 

♦ス S - ブの固迅に障害物ガあると部屋の温度 I こむらガできるばな口でな<ス1 -- フ本化の 
温度ガ上昇して后巧ですので、使巧場所には十巧注意して効果的に使用して<ださい。 
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4 .使用前の華備 



A 警告 I 燃料は必すむミ由 ( JIS 1号ロミ由）をを用してください。 

方ソ U ンなど揮発性の高い油は、义災①原因じな0ますので絶巧に使用 
しないで < ださい。 

♦変質灯殖、ちれたミ由、氷の混じっている打ミ由などは絶な巳使用しないで<ださい。 
♦打ミ由は脚す义気、雨水、ごみ、高温及び直射曰光を避けた場所に保管して<ださい。 




■給油の隙の手順とま意 


♦送ミ由バルブを閉じて搞ミの□みたをはすし巿販の給;の器具 
で打巧を綜:由して < ださい。 

巧 W 計の針ヴ「満 J をさしたろお;由をやめて<ださい。 
給なヴ終むりましたら、.給油□じあるろ網を取り出して 
かやごみを捨てて<ださい。 

♦ろ網を取りはけて.、給巧□ふたを化すちとどおりじ滿め 
て < ださし、。 

♦，裕ミ由の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にホ意して 
<ださし、。 

飄給巧□ふたは、確実に締めて<ださい。 

議こほれたな巧は、よ<ふきとつて<ださし、。 

顯燃料切れのま意と空気抜きの方法 

ミ由タンクを空にしないよラにミ主意してください。 

ミ由タンクを一旦空じしますと S 送ミ由経路巧に空気ザたまり、正常に送ミ由ガできな < なることガ 
あります。このよラな場合には巧の順尾で空気巧きをしてください。 

1 . ミ由タンクに給ミ由します。 

2 . ス h —ブのゴム管□な5、ゴム製送油管をはすします。 

3 . ゴム聲送ミ由管乃らミ宙ヴ連続して流れ出ることを糖乃めて 
ならゴム製送ミ由管をもとどおりじス h —フじ取り巧けま 
す。（ミ由ヴこぼれないよラに容器を用意して < ださし、。） 









4 •巧用前の準備 


点义前の華備と確認 


■巧全装置のセツト 



1.対 E 自蜘ミ肖义篆置のセツ h 
対某自動ミ肖义装芭セツ S レバーをもどらないところまで 
押し下げてください。 

(セツ h しなければ使用できませ知。） 


♦対 巧 目！！)消 义装お セツ h レバーのセツ S は、静かに}甲し下げてください。 

♦ス h — ブは傾斜している場所や、ブラブラする場所では使巧しないで<ださい。 

(ミ肖乂装》巧操作動する原因じなのます。） 

•風だんは、対 巧 自動消乂 装置 じよる消义（ス I '•■ーフじ強い衝 おを あたえて消义すること) 
を、 絕巧じしないでくださし、。 

♦作動おはをとどおりじたツ h して<ださい。 



2.ミ由最調節器のセツ h 

ミ由述調酣器 U セツトレバーを「カチン」と音げするまで 
下に巧します。 


♦ス I ブの油ち調節タイでルは/地す「消义」じしておいてください。 

♦迎量調節器 U わッ h レバーは、静かに巧してください。又、油タンクの送巧/りレブを開い 
たが渡で U たッ S レバーを長<巧していますと、ミ由》調節器よのミ由があふれ出ることガあ 
口ますのでま意して < ださい。 








4 •使巧前の準備 


■を滿趙招の巧もれ確認 

♦巧タンクやをミ由管の接合部などな5巧右れガない々どラ巧糖認して < ださし、。 

■電源の接続 

•電源プラグをコンセン h じ刃の根元まで確実に差し込んで<ださい。 


[4^ ま 意]電源フラグ-コードの発熱-発义を防ぐためじ… 

•里源は、脚す適正取線された単相1弧 V のコンセン h をを巧して<ださし、。 

■單源コードは、途中で接続したつ延長コードの使用-他①蛋気器具とのタコ足お線をし 
ないで < ださし、。 


■ス h …ブ周囲の確認 

[a ま 意] ス h- ブ①上や同囲に燃えやすいちのを国なないで<ださい。 

♦天板ガードは地霞などじより、ス h —ブじ巧燃物ヴ落下したときなどじ义災 I こなるのを防止す 
るためのちのです。やむをえす取りはすした場合は、脚すわとの状應じ取り巧けて使用して< 
だちし、。 

■煙突の確認 

[}1^醫告^!突は正しく設圈され\煙突のはすれ辟煙突内部のつまり、 h 、 ソプ先端のふさげれなど 
がないことを確認してくだちい。運起中に排乃スげ室巧に漏れて盾膜です。 





5 .使用方法 




1.巧タンクの送なバルブを開いて < ださい。 



2•ミ EBS 調節タイたルを目盛「ル」じ含わせます。 



3 .嫌邮スイッチ「入」を巧してください。ヒータランプげ 
点〇してヒータげ赤熱し、しばら<すると着火します。 


乂力調節 



ヒ…タランプ销巧(点火後10分位)媛\油; I :迴節ブイがレを 
目盛「微少」乃ら「乂」の間で、ご希望の火.力に台わせて 
<だちい。 


炎のが態 

ストーブの据え巧けやドラフトの関保:で、逊ま多少変化します。 


mm 








、 


1.ミ由を調節器|」セッ^レバーを、、カチン"と音ガするまで 
持ち上げ… 



2.ミ由亞調節グイでルを目盛「ミ肖义」じ合ねせます。 

义ヴミ肖えたことを砲方'め、ポッ h / \'—ナガを却して巧ら 
理おスイッチ「切」を押して<ださい。 

巧タシクのちな/ \‘ルブを國じて<ださい。 


♦お义をは化、す運おスイツチを切つて< ださい。 

「入」のままじしておきますとしばら< してヒータランフヴ点巧し、点义ヒ—タヴホ熟した 
ままとなります。 

♦外出のとさは、必すミ肖义して<ださい。 _ 

♦ 2 曰な Jl 家をあけるなど、長時間使巧しない場合はをのため逗源ブラブをコンたン K なら 
巧いておいて < ださい。 


消义を、再点义するときのま霉_ ■ 


'迪量調節タイヤルで消义した直後の再点义 

参消义直後の再点义は、1日巧'位待って、.ポットバ_ナが滿却し、ヒ_タフンプげ点巧したら;由 
;1:調節ブイれ*レを目盛「ル」じ含むせてください。 

消乂後すぐ巧油を流しますと、ポットバーナの余熱で暖められた阿'ミ由に一度に乂がついし炎 
ガ高く上昇することがおり危韓です C 

な巧ガ曽然に切れて消义し、再点乂すると蹇 

1.油 kl 調節ブイでルを「ミ肖义」じし.、運おスイ、ソチを切って<ださい。 

2 •おミ由して、ス h — ブガ’巧ち]していることを確なめて巧ら、 ' 

3 .油 Li 謂節'ブイわんを目盛「ル」じ合わせ、.運転スイ、ソチを入れて<だちい。 

このとき脚すヒ_タランフヴ点打していることを確巧めて<ださい。 

ヒータ ランプガ点口していない揚合は、ミ由たまりとなりますので、油巧調節ブイで.)しを一旦 
「ミ肖义 J じし、ヒータランフヴ点巧したら、ミ由山調節ダイやルを目盛「ル」じ合わせてくださ 
い。 




5 .使用方ま 


ボット/ \'ーナに巧をためてしまつたとさ ] 


♦ミ肖义しているとさにミ由虽調節ブイわルをラっ乃り開きっばなしじすると、ポッ I - バーナじ归ミ由ヴ 
たまります。 

このまま点义すると異常燃焼したり、点义不良となります。 

ボ□ホなどでボッ h 7 —ナ巧の打ミ由を/ふきとって乃ろ点义して<ださい。 （16 ページ「巧、ソ h バー 
ナの搞除」参照） 

♦ボット/ \’ーナじミ由ヴたまったことじ気ブなないで点义したときは、ボッ h じたまった巧巧ガ燃え 
つきるまでがガ大さ<なって燃焼します。 

このよラなときはすぐ巧虽調節ブイでルを「ミ肖义」じ合わせ、たまった打ミ由ガ燃えきって正常义 
力じちどるまでそのままお待ち<ださい。 

正常义力じなったら巧お調節ブイわルを希望の目盛に合わせて<ださい。 


使用上のま意 


I 么酱吉 I ス h - ブを使巧している気密のよい部屋で換気扇は j 至巧しないで<ださい。(室巧の気 
圧ガ負圧となり煙突なろの排对スガ逆流したり、瞬時ミ肖义し再点义したりすることヴあ〇危険 
です。） 

]煙突は、高温です。やけどじを意して<ださい。 

♦巧)めてご®巧になるときは、ポット/ \’ーナじ打;のヴ;巧む出るまでに時間ガ方乃り、着义ガ遅れま 
す。 

♦初めてご座用になるときは、ス h —ブの中の送;由管に打;由ヴみたさむてありませんので炎ヴなち 
ミ肖えじなることガありますガ、この場合は一旦「消义」して、ボットパーナガ十分る却するのを待 
ってならちラー度点义してください。（ヒータランプ点な確關） 

参ネ刃めてご使用じなるときは、耐熱を料など乃’焼けて煙と臭いガでます。しば5<の間、自 B 屋の窓 
を開けて換気して < ださい。 

♦煙突①設的ガ正し<ない場合や、燃焼用送風機にほこりガつまった場合、煙突ガ逆風を受けると 
ス S — ブガ照発燃焼することガあります。このよラなとき、燃焼固みたは隙発の圧力を逃ガす役 
目をしますので、/ふたの上 I こはやなんなどを戦せないで<ださし、。 

♦ス h — ブや煙突には床暖房用の熱交換器などを取りがけなし\で< だちい。 

ス I '■■ーブや煙突に熱交換器などを取0巧けると排ガスの水分ヴ結盈しやす<なり、お盛氷ヴ凍結 
して煙突を塞ぎ、不完全燃廝やが乃スガき巧にちれる原因となり危険です。 

又、 ス S —ブの-寿命を短<する原因じちなります。 

♦天'肢ガードは、地展などじより巧燃物ガ落下したときなどに义災を防止するためのものです。 

やむをえす取りはすした場合は、脚すもとの状態に取り巧けておいて<ださい。 





6 .安を装置 


巧震自動消义装置 


化おや強し、衝をを受けたときにイ乍動して、自 
動のにミ肖义します。 


イ乍動をはミ由坦調節ブイやルを「ミ肖义 J じ合むせ 
てな5巧巧自動ミ肖义装置セツ 1- レ/ \•一をセツ h 
し、ポツ‘ーナガち却してヒータランフガ点 
なした5、油虽謂節ブイかルを「ル」じ合わせ 
て使巧して < ださい。 


停電安全装置 


惇電や亟源ブラブガ抜けたときは白動のに安 通電をは白動のに巧壺調節ブイわ ルの 义力で強 

全なあじ切り替わり、自然通気で燃焼します。制通気燃焼にもどります。 


煙突の高さガ標準寸法な下 （28 ページ 
参照）の場さは〇ま<燃えませんので 
ミ肖义して < ださし、。 



7 •曰常の点巧•手入れ 


点検、ま入れのときのを意 


点検•手入れはミ肖义後、ポツ h バーナガを却してから、必す電源プラブをコンセン 
S せら抜いて巧って < ださい。 



周辺の可燃物（使用ごと） 

I zh ま 意 I ス I 〜ーブの周辺は、常に整理-も I;' 除し、燃えやすいちのを固なないで<ださい。 


感こり-巧れ （ 使用ごと> 

♦ほこり辟巧れをそのままじしておきますと、ミ巧げしみたりして危検です。 
ス S —ブはいつも V 」潔じしてご使用ください。 


巧ちれ•巧のたまり•巧のにじみ（:使巧ごと:> 

•町台-迎タンクに迎もむ*ミをのたまりや:拍のじじみがない对 .. ときどき点検して<ださい。 

又、結巧の隙にこぼれた! U ミあは\よくみ寒とつて<ださい。 

♦迎ちれのある攝含は、.お買いずめの販売店に修理を ffi 頼してください。 


ゴム製送巧管の点お•交換の目を (シーズンの初め) 

•ゴム製送な管は..ひび割れやみ<れガない;なと春どさなおして<ださい。 

異常のあるお合は.交換して<ださい。 


油タンク（シースンの初め、適時:） 

♦油タンク巧は氷をごみ巧たまりやすいちのです。給迎のとき..点検して<ださし、。 

油タンク巧の水おき、ストレーナ（ろ網；の掃除は，油タンクはい!の取捉説明,1:じしたげって 
行って<ださい。 








7 •曰常の点巧•手入れ 


煙突及び h ップ©周 圈(シ—スンの初め、適時） 

•煙突の接続部、煙突 h 、 ソプのはすれ巧ないなを点検してください。煙突が腐食したり、巧ガ 
あいたりしていると\危険ですので新しいものと巧撰して<ださし、。 

♦煙突の近くじは、燃え辟すいちのを置乃ないでくださし、。 

♦煙突巧は結盤で生じた水滴ガ凍ってつまると危横です。点义時に\煙突のつなぎ吕辟ス h — 
ブより異常な煙げ出たらミ肖义して、煙突巧部を点検してくださし、。 


がわぶ量 調節器⑩ス h レーナの掃除 (適時) 

♦泣を調節器には、水ろやごみを除<ためのス S レーナガつし^ています。 

氷やごみガたまると、10油の流れを巧げて、十巧な义カガおな<なります。 

シースンのお朽りじは、巧のよラに掃除して<ださい。 

1 . 油タンクのをミ由/ \んブを閱じて < ださい。 

2 . ス h レーナ①搞除□じ荷ホしなどの厚紙を差し込んで、油 
方イドを作り、その下に容器を窗いてス h レーナの化め 
ねじをゆるめてはすして<ださい。 

ミを出韵節おのちれた打油やごみガ全部流れ出ます。 


3 .こしおを取0出して、きれいな打油の中ですすぎ洗いを 
して<ださい。（がで洗わないで<ださい。） 

組み立てるとぎは 

♦ス h レーナ IT ムバツキンを忘れないよラじしてくだ 
さし、。 

♦ス h レーナを连じ入れないで<ださい。 

♦ス h レーナの止めねじを、固<締めせけて<ださい。 
♦油を〇ガないか確なめて < ださし、。 




CD 




7 .曰常の点ち•手入れ 


点検、手入れの必要頂 S 、 時巧、方法 


■燃焼用送風機の掃除（年1回从口 

♦燃焼用を風機ファンじごみやほこりヴたまると、を風カガ弱<なり燃焼ガ悪<なったり、音 
ガ大き<なつて<ることガあります。このよラなときじは、燃焼用を風機ファンのほこりを 
取り除いて < ださい。 



フアンカバーをはすしブラシなどで静かじほこりを取り除 
いて < ださし、。 

♦掃除終了をは、フアンカバーは、脚すちとどありに取り 
巧けて< だちし、。 

♦燃焼巧送風お!フアンに力を加えますと、な0や傾 
さをちじて、回転のとさじ音ガ出ますので力を如 
えめよラじして < ださい。 


■点义ヒ…夕の点お (シーズンの初め） 

参点义ヒータや点义しんじすすガ巧着しますと、ホ熱ヴ低下したり、ミ由の吸上げガ悪<なつた 
りして点义しじ<<なり、着义不良の原因じなります。 

点义ヒータの脱題は入念じ行ラ脚要ガありますので（燃焼用空気の気密性保持のため)、必す 
お罔し^ホめ①販売巧に巧頼して < ださい。 




7 .曰常の点ち•手入れ 


■ポッ h パ…ナの掃除備時：> 

♦ポッ h バーナじすすガついて、炎のおヴ不揃いじなつたとさク、ポッ S バーナの底じすすや 
カスガたまりすぎて着义ガおそ<なつたときは、巧のよラじしてすすを取り除いて<ださい。 



1 .天板方ードをはすし、燃焼罔みたをはすして<ださい。 



2 燃焼リンブを取り出してくださし、。 



3 .点义ヒータ、点义しんをいためないよラに、ポツ[-バー 
ナ巧部のすすをドライバーなどで巧き落として々ら、巧 
などでみをとつて < ださい。 

掃除が終むりました5、ちとどあり正し<組み立てて<だ 
ちし、。 


♦組み立てのとき燃焼 U ンブは上下逆に入れないよラまちして<ださい。「ラえ」の刻 E 日をお 
ヴめて < ださい。 

♦ポツ h パーナ、燃焼 U ンヴを損傷したまま陣巧しますと、燃焼ヴお<なります。ドライバ 
-などでつついてみて巧巧あいたり、欠けた場合は新しいをのと巧換して<ださい。 


の 





7 .曰常の点巧•手入れ 


点ち、ま入 n の必願目、時期、方法 


■⑩ぞさ窓の掃除 cmm 

♦煙突の設固不良のとき夺莊をを絞りすぎたとき、あるいは、ミ由たまりをおこしたりしますと 
のぞさ窓げすすけることザあります。 

のぞき窓がすすけて炎が見えじく<なつたときは\燃焼筒みたをはすして\のぞき窓を成し、 
てください。 

•のぞき窓には、水をなけたり、衝接をちえたり絶巧しないよラま意して<ださし、。 


8.定期点検 


長期間ご使巧になりますと.、概器の点検げ必要です。 

2シースンじ1回程度\シースン終了後などじ、お貫い励ブ店刻ま、修理質将者 C (お)日本石細燃 
焼微器保守協宴 CTEL 03-3499-2928) で巧う技術管理謁磐尝修了者（石巧微器技術管理王）など〕 
のいる店などじ点横依頼されることをおすすがします。 



9 .故障•異常の見ろけ方と迦置方法 


使用中に異常ガあ口ましたら、巧表じよ0原因を調べて処置をして < ださい。 

原因のわ乃らないときや、观置①むす巧しいときは、お買いホめの販売店又は、あお < のコ□ナお客様 
ご相談窓□じご連絡 < ださい。 


現象 

原因 

，狙 

源 

ヴ 

入 

ら 

な 

い 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

ガ 

大 

ぎ 

< 

な 

ら 

な 

い 

霜 

煙 

を 

出 

し 

て 

燃 

文 

る 

使 

巧 

中 

じ 

消 

义 

す 

る 

猫 

を 

れ 

ヴ 

お 

る 

じ 

お 

し、 

ヴ 

す 

る 

処置方法 

痛火ヒータの断额 


♦ 






販売店に依顿して巧贼弓る 
ポ 、V トノト-ナのの;山を巧く 

点火ヒータと点义しんとのに扭閒係 
ヴ悪い 


♦ 






点义ヒータを縮認し修禪を做颗する 
ボツ h ' M ’ー ナの巧ミ巧を故< 

巧 巧 呂願趙乂装巧ガ作軸した 1 

参 






セツ!-レ/ \ 一を矢印にい’じセツ S す 
る 

送迎/りしフヴ閒まつている 

• 



• 



開< 

ゴム製送滿哲じ巧巧だまりヴある 


• 

♦ 


♦ 

L 1 



：!ム巧巧疵朽を振5 

II リ巧广なつているところはホに陋ヴ 

ゴム锻!迭迎管の綿が盡貝巧ゆるんで 
し、る 





1 

♦ 


柿が)岡;- .1 

:曲 W ぶ!節稍の水ごみの固つ;ずり 


• 

♦ 


♦ 



が加/りしフを捕めてス h - レーナをは 
すしても|}除する 
巧タンクの水を抜< 

加扣巧齡器の诚阳 


• 

♦ 

♦ 

• 



理を彼顿する 

スト.ーフヴ做がし’广いる 



卜 

♦ 




ス!ブをが平にぶ4術する 

禪巧の悄引さ—パ掠過摩ろ 
懼突グ巧し V ，卿巧/ f 細い 




♦ 




煙突設い‘ Li - がの逆り直な部分をがす 
が服™の视突を使巧する 

煙'巧の K ラフ1パ強脚ざる 



• 

1 




煙喪の。ぎをへ:る 
ドラフ^レ单ユレークを巧ける 

呼巧玉带不適当の。が） iiT 她巧啤广 I 
おる 





• 


♦ 

1 挪突の取りなけを脚正にする 

■呼巧のつかの 




• 

• 


参 

煙與を!, i; 除する 

巧 f ： 瓶1」ン7の酣りけけ巧惡い 




1 • 

—— 



正して取りはける 

が俄讯度貼御.:.-ほ.-りヴふ-.、す.，广貼 
ガ弱くな■ってし、る 




r 

♦ 

L 


燃焼巧送風恍；？甲::.’のほこりをブラ 
ミノなどで ht 瞄する 

け一ちソタ、:パ-山が阿 


• 


卜 




販売店じか蜗して猫啤 y る 

埋帖イツィ-ルが!阳 

♦ 

♦ 






販売店に巧贼して交換する 

な火 S ラ’‘..'.ソル故脾 


♦ 






恥売店じが贼して巧帖する 

ポ小/ \ —ナ円に’けげ//わホ。- a 、 

ミ， 


Ll 


1齋 

f 

L _ 



ボツ K パーナ巧のすすをとる 


STB 






10 •部品巧巧のしがち 


注意 I 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が脚要の場合じは、 
お買い求めの販売店又は、修理資格者〔俯)日本技由燃焼機器保守協会で巧う按 
術管避畐習会修了者（石ミ由機器按術管理: t ) など〕①いる販売店にご相談くださ 
い。 

部品交巧は n □ブ iPfilEgB 品 とご指定ください。 

部品ご入用の際には、コ□ナ製品取の販売店で脚すコ□ナ规正部品とご}旨を <ださい。 

魄正部品な外の部品をご使用じなりますと、性能ヴ十ろじ発揮されないば巧り々、ストーブ 
を損なした0思わめ事巧の原因じな口ます。 


11 •保管 很巧間使用しない場き) 


設置したままで保管する場合や、しまむれるとさは、曰常の点お-手入れの頃を参照 
し、巧の要領で'保管してください。 

1. 電源ブラブをコンたントガら抜いて < ださし、。 

注意 I 設窗したままで保管する場合ち拟す、里源プラブは巧いて<ださい。 

2. 巧タンクのな巧はすつ巧0出して < ださい。 

♦中じがろやごみを强したままにしておきますと、ミ由タンクガ腐食する原因になります。 

3 .巧 量 調節器の中のななを巧いてください。 

4. 塗装部巧は、しめつた巧でちれを落として巧ら、巧らぶさして < ださい。 

5. 佩^筒のサビなどガあるところをぺーパーで磨き「補修巧の盡糾側売） 
でを装して < ださし、。 

目•巧部の ごみ や ほこ 0を取0除いて < ださい。 

♦傾けたり、横倒しの状態では絶巧に保管しないでください。 

♦取扱説明蚕は大切に保管して < ださし、。 


の 




12 •仕樣 


お 式の 呼び 

SV-100 呂 D 减 

極 類 

ボツ S す.塵巧用.強制通気形*自然対流形 

点 义方ま 

瑕気点火式 

巧 巧 燃料 

む油 (JIS 1 号巧油） 

搬 焼が 應 

嚴大 

おか 

燃料 销巧お 

1.1L/h 

0.18L/h 

発熱 巧 

37,940 kJ/h (9,D60kcal/h) 

6,200 kJ/h (l,480kcal/h) 

熱 効！ 率 

谢％ 

6096 

暖房 出力 

7.16kW C6,160kcat/h) 

1.03kW (8 狐 kcal/h) 

熟鋪舉 

ぶ商 

6896 (目盛〔大 D) 

也粒 

60% 但盛〔微少〕） 

撒 準 週 室 

混瞄地 

不 造 30.0 m‘(18 •ご)まで 

コンク iJ-K 41 まで 

'埋冷地 

不 造 31.5m’(19 む)まで 

コンクリート 48.0m'(2 日じ’)まで 

列■おで ま 

爲さ 57 如の喊的如 HI1 巧巧 3831111" (拟台を含む） 

質 W 

17.2kg 

雄源帝圧及び間狡な 

1 狐 V 日日/郎 Hz 

を 格 消 巧 逝 力 

点义崎 85/84W 燃焼崎 20/19.5W 

煙英搔 

10 邮 m (3 ブ 5 分） 

m 突强扣碰部孔径 

11 Omni 

排 気 温 度 

抓日で 

巧を 裝扭 

巧巧宜脚消火装田-段.；おちを装 s 

巧 厲 品 

歷台 1 個、ゴム製送迎督 1 本、 =r ム製送滿皆締け盡具 2 陋、天版方ード 1 蜡 
本体國定金興 2 個（むじ 2 個） 


操華適室は、社団を人-曰本づス石な践器工業会の算定星準じよります。 







13 •アフターサービス 


■保班について 

参こ①コ□ナ石ミ由ス h — ブじは保証雷ガついています。「お買いあげ曰•販売店召」などの記入 
をおお々めのラえ、販売店々らお受け取りじなり、义切に保管して < ださい。 

♦保証期間はお買いあげいただいた曰乃ら1年閣です。 

♦巧のよラな原因じよるな障及び、事がじつぎましては、保証の巧象じなりませんのでま愚し 
て < ださし、。 

■変質打ミ由や不规打巧など\また打油な外の燃料疲用じよる故障や車が。 

■誤った使巧方まじよるな障や事®。 


讓修理を依頼されると寒 

♦本里の「巧障-異常の見分け方と姻国方法」 (18 ページ参照）の頂じしたヴつて謂べてをよ< 
ならないときは、屯源フラグを巧いてお買い求めの販売店又は、おな<①コ□ナお宮様ご相 
談窓□じご連紹< だぎい。 

♦保証期間中であれば保証出の規定にしたガつて無料修理ちせていただきます。 


■保郭期間ヴすぎているとぎは 

• お買いホめの販売店じご巧お<ださい。 

修巧によって使用できる裝品についてはお客様のご要望 I こより有料修理いたします。 

■補修刷生能部品①最ほ保有期間 

•石なス h ■—フの補修用 I 性能部品（機能を猫持するためじ脚要な部品）の嵌低保ち期間は 
製造巧ち切0後7巧です。 

•この期間は、通商産業省の指巧じぶるちのです。 




14 •据付け 

r 提巧け場所の選定及び据触領 


ま意 I ス h - ブの据え巧けじついては、义災ぞ巧を例など各種のそ見制ガあります。 
販売店-据え巧け業者とよ<相談することガ大切です。 

义災そ防を例 

「A ま 意1 なタンクの設置、取り扱い、煙突の取り巧けじついては咨地区の义災ぞ防条側じし 
たガつてください。 

刻霉気配線 

♦電源プラブは、脚す避正配線された単相10日 V のコンセン hi こ差し迅んでください。 

♦運転時①遍源げ 90 V 臥下及び\11日 V を超える觸台は、放隔の原因になることガあります。 

この摇含は\龍力舍荀:の指をエ載丢じ依頼して、対策してください。 








14 .据巧け 


おがけ工事後の確認 


1.ス h- ブはす夫な床面に置台を使用して据えがけられ、周辺の巧織聰)ならの距離は十分ですな。 
2•煙突は、風辟振動などで倒れないようじ、固定されています巧。 

3. 煙突の貫通部及び、周囲は基準ので法ガ守られていますな。 

4. 油タンクとス I ブの距離は 2 m 料上離れています灯。 

5•使用中畢源プラブガはすれることはないです方。又、畢源コードガ煙突などの高温部にふれるこ 
とはないです方。 

6.電源3ンセン h は適切な位置じありますな。 

•ス I ブじ付属している：: f ム製送油管が外は、使巧しないで<ださし、。 

• If ム裝!を油营は屋外で使用しないで < ださし、。 



鹽運範準備 

♦油タンクに給油し、送ミ由経路の空気扳きをしてください。 
♦送な経路辟ス S —ブより巧ちれがない乃避方めてください。 
•畢源プラグをコンセン h じ差し込んでください。 

♦巧全装盾をセツ h して <ださい。 

[ 対品自勸消义装歷のわツ h 
I ミ由 あ 調節器 IJ セツ h レノ '(一のわ 、 vS , 

♦油お讚節夕’イ朽ルは「ミ肖义」 I こ含わせておいてくださし、。 





1 ん据付け 


■運転 



IgK スイッチ i 

切——乂 




1- 油タンクの送ミ由/りレブを開いてください。 

2.油里調節ブイ^んを目盛「ル」じ合わせます。 



ヒータ- 

CJ 

I • 

ち 




3.運転スイッチ「入」を巧して<ださい。ヒータランフガ 
点打してヒータヴ赤熱し、しば5<すると着义します。 
参初めておをいじなるときは、ス S —ブ巧のを油管に灯 
ミ由ガみたされてあ0ませんので、炎ガ立ち)'肖えること 
ヴあります。この場合は、一旦ミ肖义して、をえるのを 
待って乃ろちラー度点义して < ださし、。 


4. ヒータランプ;肖打を、巧巧調節ブイわルを目盛「微か」 
乃ら「大」の間で調節し、火カガ巧化することを砸乃め 
て < ださし、。 

♦初めてお使いじなるときは、耐巧塗巧などヴ焼は<ま 
で煙と臭いヴでます。しばら<の四、窓をあけて部屋 
の換巧を行って < ださい。 

♦ドラフ h の関孫でおはを少変化することガありますヴ 
異常ではあ0ません。 

/おガ片燃えなどする場合は、煙突①設片状應などを^ 
i 確誌して < ださい。 ! 

5. ミ由: I :調節ブイでルを目盛「ミ肖义」じ合わせます。 

义ヴミ肖えたことを硫巧めポットバーナガ'る巧して乃5、 
延転スイッチ「切」を}甲して<ださい。 

ミ由タンクのを巧/りしフを閱じて < ださし、。 

♦ミ肖义後は脚す運転スイッチを切って<ださい。「入」① 
ままじしておきますとしばら<してヒータランプヴ点 
巧し、点义ヒータ乃’巧熱したままとなります。 








■工事編 


•開こん 


捆包箱には、巧①巧属品が入っていますので確認して<ださい。 


部品 名 

個数 

用 途 

置 台 

1 

ス h —ブの下に敷< 

ゴム製送油管 

1 

油タンクとス h —ブとの接続 

ゴム製を巧管締巧金具 

2 

ゴム製をミ由管接続部の締め{ホブ 

天 板 ガード 

1 

上面板の上に取りはける 

本体固定金具（柏じ2個） 

2 

ス h - —ブと置台の固定 


2•おがけ 

r 据巧け場所の選定 


•ス h -— ブを据えはける床は、氷平でブラブラせめしつなりした揚所を選んでください。 

♦ス h - ブと向き合つた壁、フス7などは1 m ら(上雖して<ださい。 

♦7 ン h ルピースなどじは据えがけないで<ださい。 

♦屋外煙突の取り出し□の向きを考慮してくだちい。 

♦棚のあるところなど、を下物の恐れガある提巧は避けて<ださい。 

参ミ由タンクを設臣する場所ち考応し、ス h — ブと2 上離してください。 

♦里源コンセシ h のの置を考応して<だちい。 

♦ス I ■'■ーブはる亞の燃焼用空気ガ脚要です。あまりせまい場所で使用せす、換気しやすい場所で使 
用して < たさし、。 

♦ス I ''ーブを据えけけるとき、風の強い地域では、脚すドラフ h レギユレータを取りけけて据えが 
けて < ださし、。 

(ドラフ S レギユレータのご購入については\最毫りのコ□ナ製品取0扱い販売店じご相談<だ 
ちし''。） 





■置台©取巧けと水平調節 

ス h —ブの下には脚す置台をを用し、ス I ''ーブを水平じし、脚す載台と固定して<ださい。 



化’台引お部 


1 .ス S —ブを側面の打じ取げ巧と置台の弓 I 掛け部 （ 2窗巧) 
ヴ、一致するよラに圈いて<ださし、。 



2 .水平器を見なガら4個の調節脚を泪節してス I ''ーブを氷 
平 I こおえ巧けて < ださい。 


3. zK 平器を真上巧ら見て、ホ丸の中におちりヴあるとほぼ 
水平です。 


4 .本化固定金具をス h —ブの側面巧ら、固台の引がり部に 
差し込み、巧い.;の打じでストーブじ固定して<ださい。 
固巧は、晒側面2固所です。 


巧タンクの組立てと据付け側売品> 

♦組みなては;由タンクけ屈の取扱説明, I .;じしたガつて行つ 
て < ださい。 

♦床‘巧式の巧タンクは...たたみ、じゆラたんなどの上に据 
え巧けないで < ださい。 

♦ミ由タンクはス S —ブとの間に巧义上有効な乾などヴなし、 
巧含は2 上離して < ださい。 

♦ミ由タンクミ由面はス h — ブ本体設固ホ面より高さを 30 crn な 
ら 2 m お巧で設粒して<ださし、。 

•ミ由タンク①設田’、取り扱いじついては、各地区の义災そ 
防を例じしたガつて < ださし、。 








2 •据巧け 


据がけ方法 


■ゴム製送迪管©取巧けち 



♦ゴム製をミ由管に締め巧け金具をはめて乃ら、ミ由タンクと 
スフのゴム管□じ十分}甲し込み、締め巧け金具で強 
<締めなけて < だちい。 

•ス I ''ーブじ•(3属している W 外のゴム製をミ由管は使用しな 
いで <だちい。 



♦3 ム般をミ由管のを中ヴ山おじなったり、ちつれた0して 
いますと、空気ガたまって打ミ由ガ流れないことヴありま 
す。平になるよラ巳直して<ださし、。 

♦ゴム製ちミ由管は屋外で使田しないで < ださし、。 


靖配線 

♦退源フラブは、動す適正配線ちれた単相 100 V のコンセン h じ差し化んで<ださい。 

♦運起時の‘玉:源ヴ 90 VW 下及び、 110 V を超える提合は\巧障の原因になることガあ〇ます。 
この楊合は、ぶ力会社の指定工事店に化頼して、巧策して<ださい。 


璋天板が…ドの取巧け 



左図のぶうじ天板づードをス h —ブ上部の巧2力所に差し 
込知でください。 




3 •煙突の取巧け 


■煙突離 

♦煙剪ま、直径10日 nm (3 で已分）を使田してくだちい。 

■横到さ、な上が!9①標華サ法 

♦煙突の立:上がり、操引きの標準で法は、な上巧り約 3.6 m (4 本）.摇引き約 1.8 m (2 本）です。 

橫引きげ標準寸法ぶり長くなる場をは、その長さの!をな上巧りじ追加してください。 
•屋外の立上:ザり部の下端には\水抜きをつけて雨氷げ入るのを防いでください。 

♦橫引きは10分の11^^上の上りち1配じなるよラじしてくだぎし、。 

♦橫引きはできるだけ短くし、ベンド（エビ曲)は3個]^下になるようじしてください。 

また、盛受け刀ブプター(別売品)などの取り巧けもご横討ください。 

工事店とぶくご相談ください。 

♦1 本の煙突を他①ス S - ブなどと巧用することは避けてください。燃焼げ悪くなります。 

■煙突先端 （ h ツフ）の位置 

•煙突 h 、 ソプは、屋根面方ら垂直距離 60 cm 臥上離してくだちい。 

♦煙突 S ップ乃らが平距離1 m が巧に隣接家屋などの軒げあるときは、さらにそれより、 60 cm 
上離してください。 

♦攝などの開□部对らは、1 m 臥上離してください。 

•煙突 h ップの位監は運物-立木などのが媳をみて、あらゆる方向の嵐が通り掠けるに區じし 
てくだぎし、。 

«トッフのおが 

♦煙突トップには、逆風防止のための「條斜 H おトップ」を取りはけてください。 

■可燃物との距離 

♦煙突は、木がなど可燃物な5「煙突の取0巧け図」におす距離を脚すとって<ださい。 

■家屋貢通部のま意 

煙突げ可燃性の壁などをじ週する部分は動すめがね石を 
使用して < ださい。 

ル屋お、天井おなどじある部分は金陆臥外の不燃な料で 
防火上有効な被あを巧ってくだ’さい。 

巧燃性の壁*天井*ル屋棄-天井粟などを貫通する部分 
及び、そのは近では煙突の接続はしないでください。 

■煙突の固定 


めヴね5 



/ 7 

グ ~ ；巧节 




lOcmV^^ 

が上 



/s 


のむ巧 ! fHd 


♦煙突は、風や振動などで倒れないよラちえ金具やちえ線などで固をして<ださい。 

煙突は、 1.5 〜 2 m おき I こ国定金具で国定し、自重をちえる部分はミえ又は、吊りを具で堅固 


にち持して < ださし、。 








3 .煙突の取巧け 


■ド賽つ h レギユレ--夕倒売献 

♦風の強い化域及び、煙突ガやむをえす極錦に高 < なる場合は、ブブんドラフレギユレー 
夕 （ DR -1) 过奎用してくださし、。 


■集合煙突を利用する場合のごま意 



.リ.合煙突の径の^2 


♦集含煙突に差し 
込む先端は左國 
のよラにしてく 
ださい。 



1 


♦2 つ臥上のス S 
ーブを使巧する 
ときは、横引部 
分の長い方を上 
じしてください。 


♦集合煙突を利用すを場含は、設町方法などじついて動す雪門業者じご相談してください。 


墮条例に関する事項 

[ A 注意)煙突の取り巧けじついては、各地区の义巧ぞ巧を例じしたガつてください。 


灘煙突の取はけ图 



結露水の処理 


煙突の巧端巧ら水平距離1内に建喫) 

の野ガある場含は、その軒方ら郎 cm 臥上 

茵< すること。 

煙突の先端乃ら1 m が内に建槪)の間□邵 

(窓)がないこと。 

•ぶ印寸法は、煙突が本がから1 .8 m を越 
える場合は150 nl ^。 

♦煙突は、固定盡具て 1.日〜2 m 間隔に固 
定すること。 

♦おおの場含は当按地区の乂災ぞ防異例 
じしたガつて < ださし、。 

♦風の強い地域では、脚す、ドラフトレ 
ギユレータを取りがけて<ださい。 

♦結な水ガ出る場台には、恐受けでタブ 
ターを巧り巧け排出した結巧水は、容 
器に受けてください。 

結强防让のため、煙突の懊引き長さ 
はできるかぎり短<、 2 mJ ^ 内じし 
て < ださい。 


♦煙突の橫引き部に結露氷が出る場含は、別売の露受けアブプター ( US 巨- 1) 又、集含煙突の 
凍結防止には煙突凍結防止ヒータ 〔 USB -3) をご使巧ください。 

販売店じご相談ください。 









4 •煙突の点お 


取りはけが終むりましたら、もラー度点横してください。 

次の國①よラな取りはけは危険であつたり\不完全燃焼をおこすおそれげありますので\必す修正 
してください。 


♦めガな5を使巧しなし、で巧燃柳を通 ♦うすい断,;網で巧がミ物を r 涵 
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修理 サービス 皆製品についてのご相談は機種を を ご磕認の上、お段いあげの 
販売店または下記のご相談窓□じご依頼ください。 

ご起居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のおおくの窓□じご相談<ださい。 

を称、所在地、電話番号は、変更する場合がありますのでご了承ください。 



本なエ1’-’.ミ哺属 7'? 〒955 TEL 肿饼併一2川（大代,り 

ネ白 ’ ll ’.； 巧.-.巧宝の 2-58 〒9化 下£し(0257に：1—5175(化表） 

i . 阔エ：. I .岡巧下，•お r ; ノ頑1069干 940-11 TEL の 258)22-21 21(巧表） 

巧巧ちな星蕭 
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